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神奈川産学チャレンジプログラムへ参加 して
穂 積 和 子
1.チ ャレンジプログラムとの出会 い
経営学部では1年 次から必修 として少人数制でかつ学生達が主体的に臨むことの
できる演習カリキュラムが用意 されている。2,3,4年次にもゼ ミナール演習科 目
があり、4年 次には卒業論文の提出が学生全員に義務づけられている。
筆者のゼ ミでは学生達は3年 次に基本的な知識 を学習 し、3年 次の春合宿までに
は各人の卒論テーマを見つけ、4年 次か ら卒業論文作成用のための研究に取 りかか
る。 しか し 「テーマ探 し」は難 しく、学生達が選択 したものがすでにや り尽 くされ
たテーマである場合 もあ り、テーマを見つけてか ら実際に論文を書き上げるのは締
切 日ぎ りぎりになるのが通例であった。学生達からは早く取 りかかればも う少 し良
い論文が書けたのではないか と後悔 しているとい う感想を良く聞いていた。筆者の
思いも同じであ り、締め切 りはなんらかの成果を出すために必要なものである。 し
か しなかなかそのような機会は無 く、何か良い方法はないか、他大学のゼ ミのや り
方などを収集 していた。 この数年続けていた他大学 との合同論文発表会や平塚祭で
の中間発表会ではあま り刺激を受けることは少なかったこともあった。




同 して、学生同士の研究 レポー トのコンペがあることが掲示 されていた。 これは学
生に締め切 りを与えることのできる良いチャンスではないかと思い、6月3日 のゼ
ミの授業の際に、このことを伝 え、学生達に参加 しようと呼びかけた。学生達は既
に自分達の興味にしたがって調査研究を始めてお り、それを中止 して行 うことにっ
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いて多くの学生が反対 した。筆者は趣 旨を説明 し、「テーマを探 して研究するのは
難 しい。与えられたテーマで研究し、研究方法を学習 した後、卒論テーマ探 しをし
て各 自の卒論を書く方が楽だと。論文を書 く練習ができ、さらに良い成果ができれ
ば賞金 も得ることができると」。学生達はしぶ しぶな らが同意 してくれ、同 日、産
学連携室に学生達が選択 したテーマ とメンバ名 を連絡 した。
学生達が選択 したテーマ と参加者名は表1の とお りである。8グ ループ、24名が
挑戦 した。
表1チ ャレンジプログラム参加テーマー覧







カー デ ィー ラー にお け る
e一コマー ス戦略 の立案
上野喜之 伊藤朋也 坪崎 順 高田大資
京浜急行電鉄(株)携帯電話を用いた新鉄道
サー ビスの検討
高橋慶二郎 萩原弘幸 谷口和也 佐藤敏行
京浜急行電鉄(株) 駅構 内無線LANによる新
規事業の検討
















「これか らの ドラ ッグス ト
アに求 める もの」 の提案
下山 桂 小柴麻美 酒井詩帆 細田奈美
2.神 奈 川産学チ ャ レンジプ ログ ラム とは
チャレンジプログラムは社団法人神奈川経済同友会の会員企業が 日常の経営課題











マの締め切 りは10.月末 日であ り、11月には学生達は企業に行ってプレゼンテーシ ョ
ンを行い、審査を受ける。優秀なチームに対 しては神奈川経済同友会 とテーマ提示
企業が12月に表彰するとい うものであった。
提出するレポー トはA4で20ペー ジ以内(表 紙、 目次を除く)と 注釈や資料は10
ページ以内であり、学生達にとってはボ リュ.一ム的に大きいものであった。




のテーマ もあれば、そ うでない企業 もあったようである。
学生達は自分達のテーマにっいて研究 レポー トが書けるように勉強を始めた。 し
か し多くは新 しい事業を提案することであ り、調査研究だけでは駄 目なことは明か
であった。そこで、アイデア出しのためにKJ法を用いてアイデア出 しを行った。
5グループに分かれて、 自分達のアイデアをまとめたものを発表 してアイデアを競
い合った。面 白いものを出そ うとい う意欲があり、結果 として利用できるアイデア
もた くさん揃 ってきた。一人では考えつかない ことをブ レーンス トー ミングやKJ
















HAC提案のグループはグループ員達が住む近 くのHAC店舗や他の ドラッグス ト
アに行って、店舗の雰囲気や品揃 え、サービスなどを調べて比較表を作成 した。
HAC分析グループは レシー トを分析するため、新横浜店に行って何 日かをレシー
トを電卓で計算す ることを行った。POS電子データがあるのではないかと思ったの
で会社 と交渉 し、守秘義務契約書を結んでCDでデータをお借 りした。学生達は商
品コー ドの実際などを理解 し、膨大なデータの分析 を開始 した。
京急タクシーグループはタクシーに乗ったことが無いとい うことか らタクシーに
乗ることから始めたそ うである。学生達は夏休み中に自分達でアンケー トを作成 し、
3つの駅周辺で通勤客な どにアンケー トを配布 して協力を依頼 して収集 した。横浜
駅でアンケー トを配布 していたら警察官に注意されたこともあったようであった。
京急携帯電話グループは夏休み中にすでに企業で中間報告をさせ られていた。中
間報告では他大学が行った しっか りした報告を聞いて大いに刺激を受けたよ うであ
る。彼 らは自分達で電子掲示板を作成 し、それを使って どのように研究を進 めるか
を大いに議論 したそ うだ。
その他、他大学の参加者達 との打合会を含む交流会を行ったグループもあったそ
うだ。学生達は企業 と連絡を取 りなが ら、自分達で考え、行動を始めていた。
3.2研 究 レポー ト提出まで
8月20日か ら22日まで富士見研修所 で行 った夏合宿 にはほ とん どの学生が参加 し
た。学生達 にPowerPointで発表 を させた ところ、多 くのグループが大量のPowerPoint
を作成 して きていた。調 査で きることは何で もや って きた とい う感 じで あった。教
員 が言 って もなかなか腰 が上が らない学生達が、他大学 との競争 とい う場面が与 え
られ て頑張 った とい う感 じが した。学生達は夏休 み 中にグループ毎 に集 まって大学
で作業や調査 を行 った とのこ とであった。
しか しそれ らはまだ論文 を書き出す段階にはなってお らず、足 りない部分な どや
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問題点をみんなで話 し合った。指摘 されたことを元に学生達は持ってきたノー トパ
ソコンに向かって夜遅 くまで、 とい うより朝まで作業を行っていた。富士見研修所
は夜中の研修室の利用について大 目に見てくれるので助かる。また研修所に今回か




た。構造が しっか りしていないと、文章を書いてもダメと言 うことか らである。ア
ンケー トを収集 して分析を始めたらアンケー トの問題が悪かったとい うグループが
出てきた。最終的に3回 も作 り直して配布回収を行ったグループもあった。アンケー
ト作 りの難 しさを理解 したはずだ。また全年齢層か らのアンケー トを取 りたいため
に、学生達の親の友達や会社にまで配布 して協力をお願いしたグループもあった。
学生達は10月30日の湘南ひ らつかキャンパス平塚祭 を利用 した中間発表会に向け
てPowerPointの完成版 と10A31日締め切 りのチャレンジレポー トの完成に向けて忙
しくなった。ほとん ど毎 日夜9時 頃までは残って、みんなで原稿 を書いていた。ま
たグループ員の仲間の家で作業をしたようだ。最後の1週 間は夜遅 くまで とい うよ
りか、朝まで研究室に残って原稿の仕上げにかかった。教員も3日 ほど朝までお付
き合いすることがあった。また朝6時 頃か ら次のグループが押 し掛けてくるなど、
学生達の真剣 さには驚かされた。 あるグループは教員か らのOKが出た途端、雄叫
びを上げて、構内を駆け回るとい う奇行を行ったが、朝の2時 頃であったため、他
の人に迷惑をかけることは無かったと思 う。論文が完成するまでに20回以上は書き
直 しを要求 されたグループもあった。また、提案だけでなくそれを実施 した らどの
位かかるかの収支をまとめるグループもでてきた。それを見て他のグループも取 り
入れ ることがあった。学生達はお互いに刺激 しあいなが ら、よ り良いものにす るた
めに努力 した。研究 レポー ト完成に向けて楽 しくも大変な作業を行った。











いた。良い ところは吸収 しようと言 う意欲が見て取れた。発表は企業によって発表
日が異なったため、教員 も少 しゆとりが出てきた。
しか し企業での発表が終わると学生達はショックを隠 しきれない様子で報告に来
た。それは他大学の研究 レポー トは提案書 となっていて、自分達の レポー トは論文
だった と。企業の人達 も提案書が欲 しかったようで、他大学を賞賛 していたので、

















と賞金を貰い、その後、他大学の受賞プ レゼンテーシ ョンの発表を聞いた。プ レゼ
ンテーシ ョンの一つは横浜市大の 「学生が働きたい魅力ある中小企業の条件」であ
り、もう1つは横浜国大の 「ニックネーム 『ジェリー ビーンズ』を用いた横浜の活
性化」であった。 ともにPowerPointはわれわれのものが優れていた と感 じたが、プ



















学生 へ のア ンケー ト調 査、
江 ノ島へ通 って調 査
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レシー トか らの購 買分析 、
POSデー タ も借 りる
15 28 努力賞 20,000
「これ か らの ドラ ッグス ト




28 25 最優秀賞 100,000
(注1)Word1ペ ー ジ40文字X40文 字 (注2)PowerPointスライ ド数
当日いただいた資料には審査結果の資料もあ り、そこで初めて今回のチャレンジ
プログラムは最終的に57チー ム212名が参加 したことを知った。 この資料から大学
別の参加チーム数などを表3に ま とめた。
参加者学生数 としては神奈川大学が一番多 く、チーム数 としては横浜国大、横浜




ださなかったが、当 日の他の企業の賞の出 し方を見たためか、HAC分析 グループ
にも後で努力賞 とい うことで商品券を送ってきた。
今回のゼ ミ活動での成果はまずまず と言 うことであった。学生達がチャレンジプ








横浜国大 横浜市大 神奈川大 東海大 関東学院大 合 計
チー ム数 人数 チー ム数 人数 チー ム数 人数 チー ム数 人数 チー ム数 人数 チー ム数 人数
応募時参加チーム数 21 53 16 64 16 70 7 26 5 23 65 236
最終 参加 チーム数 16 34 16 64 15 68 5 23 5 23 57 212
最優秀賞受賞チーム数 4 2 1 0 1 8
優秀賞受賞チーム数 6 7 6 0 0 19
受賞チーム数合 計 10 9 7 0 1 27
4.チ ャ レンジプログラムへの参加を振 り返 って
今回のチャレンジプログラムは学生にとっても教員にとっても非常に有益なもの
であった。再挑戦 したいかとい うと教員には負担が大きすぎると言 う感も否めない。
しかし、学生達が来年の3年 生にも是非チャレンジさせて欲 しいとい う意見がある
ことからも、また、今回学習 したことを活かして負担を軽減 させることは可能 と思
う。教員 にとっては学生達が喜んでくれたことが一番 嬉 しいことである。
ゼ ミ員全員の参加であったため、優秀な学生もそ うでない学生 もいる中でのチャ
レンジであった。 しかし全員が何かをっかみ、1年 前の自分達 と現在の自分達 とは
明らかに違 うと全員が言っている。成長 したことを自覚 しているのである。また教




文句 をつけるのが教員の仕事 と思っていた。 ところが学生達が 自主的に多くの作業










達は論文作成の大変 さを理解 し、卒業論文の作成には十分に時間をとって取 り組み
たい と言っている。 これにより現在27名とい う4年生ゼ ミの学生の卒論指導が楽に




る。また世界規模のコンテス トを利用 してマーケ ッティングを専攻 している学生を
対象に新製品企画を行わせている企画もある 【1】。また情報処理学会では産学連





2005年の5月 の段階で、チャレンジプログラムに挑戦 した多 くの学生が就職活動




学生達の現在 を見てみると、 自信を持って就職活動を行っている。他大学 と競争
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際にグループ作業が うま く行 ったグル._._プが受賞す ることができた。優秀 と思われ
ている学 生達 のグループ が必ず しも受 賞 したわけではない。 「グル ープ活動」、 「プ
レゼ ンテーシ ョン」、「論文の書き方」な ど、学生達は多 くの ことを学習 し、一回 り
も二回 りも大き くなった。また 「やればできる」 とい う自信 を身 につけて くれ た こ
とが嬉 しい ことであ る。
2005年度 のチ ャ レンジプ ログラムは参加 対象 を5大 学ではな く神奈川県下全部 の
大学 とす るそ うであ る。競争 は厳 しくな り、今 回の よ うに多数受賞す るこ とは難 し
くなるだ ろ う。 しか しこの よ うに学生達が大 きく成長で きる機 会 を今後 も利用 して




ンジプログラムへの参加 申込締め切 りを過 ぎているのにも関わ らず、企業にお願い





前経営学部長海老澤栄一教授には3年 次での優れた業績 として認められた点か ら、
最優秀賞を得たHAC提案グループを 「団体の部の学術 ・芸術 ・社会活動部門の学













ムに参加できたこととまたその成果を評価 していただけたことを心よ り感謝 し、お
礼申し上げたい。
【参考資料 】.
【1】「ゲームで内定ゲ ッ ト 販売、広告戦略をク リアせ よ 業界事情や社風チ ェ ッ
ク企業は意欲 ・統率力評価」、朝 日新 聞夕刊 、2005年4月5日、第二版4面。
【2】鰺坂 恒夫、石 田亨、竹林洋一 「特集 『産学連携論文』 ・ 『社 会人学生論文』
の編集 にあた って」、情報学会論文誌 、情報処理学会、第46巻、第5号、2005、pp
11170
【資料 】学生 の感想文 か ら
学生達にチャ レンジプ ログラムへの参加 と表彰式 への参加 とい うこ とで感想 を書
かせた。 その うちのい くつかをあげる。
・ グルー プワー クの難 しさ、論文の書き方、パ ワーポイ ン トを用いたプ レゼ ン
テーシ ョンの仕方 な ど、一つの論 文を完成 させ ることに よって、企業側か ら
求 め られてい るテーマにただ、従 うのでなは く、それ以外 の こともた くさん
学ぶ ことがで き、 とても良い経験になった と思 う。
・ 仲 間 と上手 に意思疎通 を とるこ とがで きなか った よ うに思 うし、 率先 して
「論文や ろ うよ」 と呼びかけることができなかった ことや、個 々のスケジュー
ルの管理 が甘かったために、締 め切 り間際に焦って研究室に居残 りす るな ど、
反省すべ き点が多々ある。 もっ と皆で意見 を出 し合い、 ある程度時間に余裕
を持って じっく り煮詰めれ ば、 よ り良い論文に仕上が ったのではないか と思
う。
・ プ レゼ ンテーシ ョンに関 しては、CFSでの発表 において、他大学のプ レゼ ン
能力の高 さを感 じた。 自分 達のパ ワー ポイ ン トの出来は他 を圧倒 す るもので
あったが、操作に問題があ り拙い発表 となって しまった といえる。 それ に比
べ、他大学 は、パ ワーポイン トの出来 をプ レゼ ンテー シ ョンでカバー してい
て、発表 のた めの練習 を積 み重ねていた感 が あ り、 自分達 に足 りない ものが
何か を知 るこ とができた と思 う。
・ チ ャ レンジプ ログラムに挑戦す る と決 めた にも関わ らず 、各 々の予定を優 先












ても無駄な時間をすごすごとがないとい うメ リットがあ りま した。 しか しデ
メ リッ トとして、やは りみんなのやる気次第ではまった く話 し合いがすすま
ないことであ り、夏合宿ではこの結果非常に中途半端で即席PPを作成 しプ








ても、自己分析や 自己PRなどで非常に役に立っ と感 じます。
・ 発表は物凄 く長いものになって しまい、発表 している自分達でさえ、飽きて
いる感 じを受けましたが、発表 し終わった後はこれだけ頑張って調べたのだ
なとい う満足感でいっぱいになりました。この時、一人でやるのと違 うので、
複数人で行な うことは心強い し、また喜びも大きいのだ と感 じま した。
・ 論文や図表 も書き方や決められた枚数内にお さめるなど、後から後から問題
が浮上するとい うのが繰 り返 しあ りま した。改めて論文の難 しさを実感 しま
した。
・ 論文が完成 し、それを本社で発表する際は緊張 しましたが、たくさんの学生
さんの前で発表 したことは とてもいい体験にな り、度胸 も付いたように感 じ
ました。





また言葉使いや文章の構成な ども絡んで くるのでなお、時間を要す ることに
な り、完成するまでが長 くなるのだと、このチャレンジプログラムで感 じま
した。




トヨタに訪問 し、現場で活躍 しておられている社会人の方達 と話 し合い、若
年層新規開拓案を書き上げていきました。社員の人達 と話 していると、自分
のコミュニケーション能力、 レーダーシップ能力、プ レゼンテーション能力
などが浮き彫 りにな り、社会人 と学生である自分 とのレベルの違いを痛感 し
ました。 自分 よりレベルが高い人の集まる環境 に身をお くことで、厳 しく自
分を律 し、より責任感が強く湧き上が りました。
人 と人が協力することで 「1+1=3」以上の成果 をもた らす ことができる
と感 じました。1人 では味わ うことができない喜びと達成感を得ることがで
きま した。
グループワークを行 う上で必要 となってくることは、 リーダーシップとい う
よりはチームワークではないかとい うことを今回の論文製作において感 じた。















重役に名前を覚えてもらえればもしか したら…。 とい う気が して後悔 した と
思っている。
・ 初めて行 う 「アンケー トによる集計か ら行 う分析」でアンケー ト集計の難 し
さを知 りました。アンケー トを取る対象年代も考えなければならないし、そ
のとお りの年代にアンケー トをとれ るわけではあ りません。書いてくれた と
しても、きちんと最後まで書いて くれているとは限 らない し、こちらの質問
と違 った答えを回答する人もいました。そのため、実際に取ったアンケー ト
数より使えるアンケー トは減少 しま した。 ほしい結果が得 られない質問事項
が、集計のあとにわかるとい うことも学びま した。
・ ただの思いつきだけでは文章は書けませんで した。





とを切 に感 じた。ゼ ミの仲間達か らKJ法によって案 を出 してもらったこと
や何度も読み返 してもらい意見を求めたこと、また穂積教授に何度 も校正を
お願い し、注意を受けたことなど、全ての人達に支えられて自分達が論文制




・ 横国大や頭のいい大学の学生が、企業の重役の人 と楽 しそ うにしゃべってい
る。きっと普通に会話 しているだけなんだろ うが、自分には、 「就職の際に
は、 どうぞよろしくお願い します。」 と今の うちか ら、 自分の顔を売ってい
るように見えたのだ。 しか し後々考えてみると、いい発表をした学生は当然
一 目置かれ る存在になる。そ うす るとその企業に面接 に行ったときには、







な論文ができて しま う点が非常に苦労 しま した。また論文を分担 した場合、
メンバそれぞれのやる気次第で論文の成果 も異なることが大変でした。感想
としては、企業に評価 され表彰 されたとい うのが非常に嬉 しかった。提案 と
い うことで分析はさして行わなかったが、企業に受け入れ られる提案ができ
たので良かったと思 う。また、他大学のプレゼンテーションを聴けたことも、
普段学校内におけるゼ ミ活動や講義とは違い良い経験ができた。他大学がど
のような研究方法をとっているか、また、どのようなプ レゼ ンテーションを
するのかを見ることができたため、自分達に足 りない点な どを発見でき、大
いに参考になったと思 う。
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